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地盤凍結工法を用いた工事での凍土壁の様子を可視化するシステムの関係資料で
ある。造成凍土壁の図化システムの仕様書や凍結計測システムの完成図書などが
保存されている。遠隔監視の地盤測温数値である現場の地盤の実測値と、数値解
析計算値で自動補正する地盤凍結熱解析ソフトウェアによる数値シミュレーショ
ン結果とをリンクすることで、造成中の凍土壁の可視化を実現した。現場の状況
や機材の進展によって改善されながら、現在でも使用されている。地盤凍結工法
国際シンポジウム（ISGF）での経緯等から世界初のシステムと推察される。地盤
改良範囲の強度の完全把握を可能とし、工事の安全性を飛躍的に高めた技術とし
て重要である。

一－ロ（国際的に見て日本の科学技術発展の独自性を示すもの）
一－ハ（新たな科学技術分野の創造に寄与したもの）
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